










一方､ 『あきらめ力』 (斎藤     )､ 『あきらめ上手は
生き方上手』 (下園     )､ 『あきらめたから､ 生きら




































Concepts of resignation (giving up) in psychology:
Exploratory analysis of response to open ended questionnaire.
大 橋 明
Akira OHASHI
“あきらめ”という概念を心理学的に検討するために､ G県の地域社会に在住する 45～85歳の中高年者 124名を
対象として､ 自由記述法により､ あきらめなければならなかった・思い切らなければならなかった出来事､ その時の
心境および現在の心境を捉えた｡ その結果､ 死別､ 病気・怪我､ 子どもの成長､ 家族・親族との関係､ 恋愛､ 進学・
職業選択､ 職業での問題・軋轢､ 近隣との関係などがあきらめをもたらしていること､ またその出来事を体験した際､
食の変化､ 身体の不調､ 睡眠障害などの身体的症状や､ 希死念慮､ 無力感､ 自責感､ 他責感､ 自己没入などの心理的
症状といったうつ病にみられる症状が生じていることが認められた｡ そして､ 現在の心境としては､ 肯定的感情､ 否
定的感情､ 肯定的解釈､ 思考抑制の存在が認められたが､ 肯定的感情・否定的感情の両方を同時に記述する両価的感
情もみられ､“あきらめられないけどあきらめる”といった“あきらめ半分”が存在していることが示唆された｡
キーワード：あきらめ 中高年者 肯定的解釈 思考抑制 あきらめ半分
１) 本研究を実施するにあたり､ 平成  年～平成  年度文部科学省科学研究費の補












そして､ 親との離別 (           黒田他訳     )､
自分の死や身内の死 (           黒田他訳      
                      デーケン           























































た｡ また､ 別途用意した同意書にもその旨を記載し､ 同
意書に署名があった回答のみを分析対象とした｡
結果および考察






















































































































































他､ 別居､ 離婚または不仲による家族崩壊､ 家庭からの
離別､ 親の再婚､ 不適切なしつけ､ 同胞との不和､ 友達



































                          (    ) の       
  には“大うつ病エピソード”にみられる症状として
抑うつ気分､ 興味や関心の減退､ 著しい体重減少・増加､





また､ 下仲他 (    ) や下仲・中里・河合・佐藤・石
























さらに､ 小此木 (    ) や     (    )､ 山野 (    )､
富樫 (    ) によると､ 対象喪失によって悲哀､ 無力感
や絶望感はもちろんのこと､ 不安､ 対象への思慕や同一






















































































本の女性高齢者の話 (           黒川他訳     )































たが､ 下仲他 (    ) によると､ 自分の失業の体験は身















































態を自己受容とし､           (     川口訳     )
は平静さや平和な感情や落ち着きをみせていることを受
容としている｡ また､ 障害受容について整理した上田





悲しみを抱いたり､ 怒り､ 空しさ､ 後悔の思いをもって
いたりしていることが認められた｡           (    
川口訳     ) はあきらめを､ 怒りの感情が滞り､ 恨み
と悩みがあふれていて､ 放棄の言葉を示すことが多い状
況としているが､ この否定的感情の記述と符合すると考























































































































































































井村他訳                 外林訳              





































































象とされる (           井村他訳      小此木 
    )｡ 質問紙による自由記述では､ 回答がこれらを反
映したものであるかどうかまでは判断できない｡ 本邦で
は長尾 (    )､ 中西・古市 (    )､ 中西・吉田
(    ) などが防衛機制を質問紙で捉えることを試みて
おり､ 今後検討すべき課題と思われる｡



















































































































                                         
                                        
                                         


































































































新村出 (編) (    ) 広辞苑第六版 岩波書店
下園壮太      あきらめ上手は生き方上手 マガジン
ハウス





武智三繁      あきらめたから､ 生きられた 小学館
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Concepts of resignation (giving up) in psychology:
Exploratory analysis of response to open ended questionnaire
Akira OHASHI
This paper is to study the concepts of“resignation (giving up)”in psychology. This study attempted to ex-
plore 1) the events to which the subjects had to resign themselves, 2) the feelings that accompany these
events at that time, and 3) the present feelings that accompany these events. 124 middle-aged and elderly
individuals (age 45-85) living in several communities in Japan were given an open ended questionnaire. The
subjects revealed that they had experienced resignation in dealing with death, disease or injuries, children’s
independence from parents, relations with family members or relatives, failed relationships, failure in en-
trance examinations or job applications, problems and troubles at work, and relations with neighbors. When
confronting these topics, the subjects showed the physical and mental symptoms seen in depression: overeat-
ing or anorexia, minor ailments, sleep disorders, suicidal ideation, feeling of helplessness, self-reproach,
blaming others, and social withdrawal. Their current attitudes towards such events included positive feel-
ings, negative feelings, positive reappraisal and thought suppression. Some of them described having posi-
tive and negative emotions at the same time, implying that they still had“a mixed feeling of giving up and
not giving up”.
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